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令和３年度の評価と令和４年度の予定

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための
革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

資料－５



R3年度 PRISM試行の評価について

（評価凡例）
Ａ：試行は十分な成果があり、技術の導入効果や社会実装の実現性について高く評価できる
Ｂ：試行は一定の成果があり、技術の社会実装に向け今後の技術開発が期待される
Ｃ：試行は一定の効果があるが、技術の社会実装には更なる技術開発や課題解決が必要
Ｄ：試行に成果があったとは言い難い（該当無し）

【技術Ⅰ】
ＡＩ、ＩｏＴを始めとした新技術等を活用して土木又は建築工事における施工の労働生産性の向上を図る技術

【技術Ⅱ】
データを活用して土木工事における品質管理の高度化等を図る技術
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令和3年度試行技術の中で高い評価を得た技術については、

「令和３年度試行結果に関する報告会（オンデマンド形式） 」
を実施予定。（８～９月頃開催予定。）

なお、昨年度は「令和２年度試行結果に関する報告会（オンデマンド形式） 」を実施しており、現場で

試行した中の１８件の技術について、技術の概要、導入効果、達成状況等を報告動画としてまとめ、
ホームページにてオンデマンド形式で配信した。

例年、資料等を用いた講義形式のため、今年度は、より自由な形で閲覧した形の参考となるよう、
開催方法等を含め検討して行く予定です。

【令和２年度試行結果に関する報告会】
■開催期間 令和３年１０月７日（木）～令和４年３月２７日（日）
■アクセス数 累計６，０１９件（日あたり最大７８７件（１０月７日））

発表者の一例 ：（株）加藤組

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和３年度試行結果に関する報告会（オンデマンド形式）



番号 発表者 技術名

１ （株）加藤組 マルチコックピットシステムによる複数建設機械の遠隔操縦の実現について

２ 五洋建設（株） ①建設機械のＩｏＴ化とＡＩ分析による生産性向上、②ＶＲを活用した遠隔臨場・遠隔会議技術による生産性向上

３ （株）桑原組 建設マネジメントシステム 複数新技術の統合的運用による生産性向上

４ （株）富士ピー・エス 自律ドローン及びクラウドシステムを使用した現場巡視作業と工程進捗情報の共有

５ 阿部建設（株） リーンマネージメントを活用した生産性改革

６ 前田建設工業（株） 画像粒度解析技術を用いたＣＳＧ材粒度管理システムによる生産性向上

７ 三井住友建設（株） デプスカメラを用いた鉄筋出来形自動検測システム

８ 大成建設（株） スランプ等の全数調査による品質管理手法の確立とその技術基準の提案

９ 東洋建設（株） プローブセンサ搭載のアジデータ車によるコンクリート品質の連続管理技術

１０ 鹿島建設（株） ＡＩ配筋検査システムの社会実装

１１ 前田道路（株） 建設機械搭載型レーザスキャナによる土工・舗装工事のリアルタイム出来形管理の実現

１２ 清水建設（株） ３眼カメラ配筋検査システムの社会実装とその導入効果

１３
大成建設（株） クラウド型生コン品質管理システムの社会実装を想定した活用（電子化した生コン情報のクラウド共有活用に関す

る試行）

１４ （株）ＩＨＩインフラ建設 ＢＩＭ・ＣＩＭを活用したＰＣ中空床版橋における品質管理の高度化

１５ 鹿島建設（株） コンクリート工事におけるプロセス管理・検査の見える化と高度化

１６
ＪＦＥエンジニアリング
（株）

コンクリート製剛性高欄の出来形測定ロボットの開発による省力化

１７ 大成ロテック（株） モバイル端末による工事進捗管理自動化システム

１８ 可児建設（株） 中小建設業における３次元ＣＩＭとＩＭＵ等

●令和２年度試行結果に関する報告会 発表者一覧

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

令和３年度試行結果に関する報告会（オンデマンド形式）



【試行技術一覧】
１－ １ ５Ｇ統合施工管理システム
１－ ２ ローカル５Ｇ通信を用いたホイールローダー遠隔操作
１－ ３ インフラデータプラットフォームの活用による工程管理の効率化と労働生産性向上
１－ ４ あらゆる通信規格に対応できる複数建設機械の遠隔操作を可能とするマルチコック

ピットシステム
１－ ５ コンクリート施工における労働生産性の向上を図る技術
１－ ６ 全天球３６０度カメラ＋ＶＲによる遠隔臨場システム
１－ ７ 仮想定点カメラ
１－ ８ ＩｏＴばらまきセンサーネットワーク
１－ ９ トンネル全線の可視化システム
１－１０ 切羽地質情報取得システム
１－１１ 自立走行型草刈機
１－１２ ＭＲ技術、ドローン測量技術、ウェアラブル技術を活用した遠隔コミュニケーション
１－１３ ＡＩを活用した発破良否判定システム、ジープスキャンシステム
１－１４ 建設機械のＩｏＴ化とＡＩ分析による効率化技術
１－１５ デジタル会議
１－１６ 建設マネジメントクラウドシステム myPRISM
１－１７ 自律飛行ドローン及びクラウドシステムを使用した現場巡視作業と工程進歩情報の共有
１－１８ 現場監視サポートシステム
１－１９ 新ロボットシステムによる作業休止時間の有効活用
１－２０ ＵＡＶなどを活用したハイブリッド上部工着工前基本測量
１－２１ ＣＰＰ（シー・ピー・ピー：Construction Process Profiling）
１－２２ 映像伝送技術（（HD コムLive 偏）
１－２３ Ｗ ＣＩＭ（ダブリュシム）
１－２４ RICOH360 Projects

試行事例集_令和３年５月

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト試行技術集

本プロジェクトにより提案・開発された【技術Ⅰ】の技術については、Ｒ２年度に試行した技術を「建設
現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト試行技術集」として令和
３年５月にＨＰ上に公表している。

令和４年度においては、平成３０年度から令和３年度に試行した技術をとりまとめ、技術の分類毎に
類型化したうえで公表予定。

【参考】建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト 試行技術集
（令和３年５月）

https://www.mlit.go.jp/tec/cont
ent/001404792.pdf

【HP掲載先】国土交通省HP



＜スケジュール＞
2022年6月20日～7月20日 公募期間
2022年7月21日～8月 書類審査・ヒアリング
2022年9月上旬 審査結果の公表・通知
2022年10月 契約締結
2022年10月以降～ 現場試行

＜技術提案内容＞
Ⅰ．AI、IoTを始めとした新技術等を活用して土木又は建築工事における施工の労働生産性の向上を図る技術

AI、IoTを始めとした革新的技術を活用し、以下の４つのテーマにより労働生産性の向上※１を図る技術の提
案を求める。

• ただし、作業員に限定した健康管理や安全管理に関する提案は対象外とする。

Ⅱ．データを活用して土木工事における品質管理の高度化等を図る技術
取得したデータを活用することにより、現行の品質管理手法を代替することができると見込まれる技術※２の
提案を求める。

• ただし、当該手法を現場実装する際に、国土交通省が規定する各種基準が隘路になっているものに限る。

建設現場の生産性を飛躍的に向上するための
革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト

• 建設現場の生産性向上や品質管理の高度化等を図るため、PRISM予算により、AI、IoTを始めとした新技術や
建設現場から得られるデジタルデータを活用した革新的技術を公募。

①非接触下における施工管理の効率化技術 ②施工の安全性向上に資する技術
③交通状況を的確に認知した交通誘導技術 ④トンネル掘削の作業進捗を自動的に把握する技術

＜応募要件＞
以下を含むコンソーシアム（予定者を含む）

国交省等の発注工事を受注している建設業者
IoT・AI等関連企業等（建設業者以外の者）

提案内容を2022年度に現場で試行
取得データはクラウド環境等により、随時、発注
者等と共有

※１ 作業の高度化、作業員の省人化、施工時間の短縮、休日の拡大など

※２ 現行基準における試験方法や数値等の代替手法、監督・検査・確
認の代替手法、書類の削減・簡素化及びこれらを通じて品質自体
の信頼性を高める手法など



・従来、土木工事の鉄筋コンクリート構造物の鉄筋の配置については、発注者立会のもと、段階確認が行われ
ていたが、建設現場の省力化・省人化を目的に、カメラ等により撮影された画像データ解析による鉄筋計測に
関する技術を開発。
・令和３年度は、全国の直轄工事（鉄筋コンクリート構造物）で全１６件の現場で試行を実施した。
・令和４年度は、鉄筋間隔のみであった計測項目に「径」「本数」「かぶり」を追加した試行要領に基づき、試行
を継続。

デジタルデータを活用した鉄筋出来形計測の現場試行について

記者発表_令和３年７月

技術保有コンソーシアム

【技術イメージ】

【スケジュール】

令和４年度も試行を継続し、令和５年度を目標として社会実装を目指す。


